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前編：送受信セットで150円! シンプル無線モジュールを使ったモデムの設計 
 （2023年8月号）

RF

　前編では自作ディジタル無線機のハードウェア構成
やフレーム構成・モデム設計について説明しました．
後編では送受信プログラム，テレメータ・アプリケー
ションなどについて解説します（表1）．
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　図1はArduinoに実装した受信プログラムのフロー
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です．電源投入から設定まではsetup（）関数内で処理
します．setup（）関数内でクロック再生処理を行う，
200μsごとに呼び出されるオーバーサンプリング用
のタイマを開始します．この処理はリアルタイム（実
時間内）処理が必要ですが，実測で4 ～ 5μsに収まっ
ているようでした．サンプリング処理からビット取得
の通知が来たら，ステート・マシンの状態に応じた処
理をloop（）関数内で行います（ステート・マシンの処
理は前編で解説）．

装　置 役　割 プログラム名 プラットホーム 説　明
USB気象センサ

測定&送信
wx_usb_bme280 Arduino Pro Mini 気象データをUSBを通じて出力する

OOK送信機 ook_uhf_transmitter Arduino Nano USBからのデータを430 MHz帯で送信する
OOK受信機

受信&ネット共有
ook_uhf_receiver Arduino Nano 430MHz帯を受信してデータをUSBへ出力する

気象レポータ ookrx_wx_reporter Raspberry Pi 気象データをAPRSサーバへ報告（Googleマップ共有）

〈表1〉今回のワイヤレス気象テレメータに使ったArduino＆ラズパイ・プログラム
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